
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立土合小学校 ）     学校番号 ０１６                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 あいさつと笑顔があふれる、信頼と潤いのある学校        

          

重 点 目 標 

１ 学ぶ喜びのある生き生きとした学校 
２ 安全で落ち着きのある美しい学校 
３ 家庭や地域とこころが通い合う学校 
４ 教職員が子どもや家庭、地域から信頼される学校 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

（現状） 
○全国学力・学習状況調査やさいたま市学習状況

調査の結果をみると、どの教科も全国・市の平

均正答率と同程度の平均正答率であり、概ね良

好である。 

○落ち着いて学習に取り組み、しっかりと話を聴

いて授業に取り組むことができる。 

○令和 5 年度学校評価「学ぶ喜びのある学校づく

り」の保護者の肯定的評価は 96％と高い数値で

あった。 

（課題） 

○令和 5 年度市学習状況調査において、3 年生か

ら 5 年生の「言葉の特徴や使い方」が市の平均

正答率より２Ｐ程度下回った。算数の「データ

活用」で３Ｐ、領域「数と計算」において２Ｐ

下回った。 

・個別最適な学

びや協働的な

学びを軸とし

た主体的な学

びの展開 

 

①「学びのじ・し・や・ク」に示された

授業実践を行い、学習に対して自走

できる児童を育成する。 

②自分の学力をデータで確認できるよ

う、スクールダッシュボードを活用

した学びの振り返りを行う。 

①学びの指標「主体的な学び」の学校平

均数値が 3.0 を超えたか。 

②市学習状況調査（生活習慣）「これま

での授業では、自分にあった教え方、

教材、学習時間になっていたか」の数

値が 90％以上になったか 

①学びの指標は 3.44 であった。各学級におい

て主体的な学習活動を実践していることは

授業参観で確認できた。 

②市学習状況調査が未達のため、昨年度の市

学調の生活調査の質問をもとにした調査を

12 月に実施した結果、95%の児童が肯定的

回答であった。 

Ａ  

児童の意識が、教師が提供する授業を

自分に必要なものと認識されているの

で、この意識を次年度も継続させるこ

とが必要である。主体的な学びの実践

こそがポイントであると分析できるた

め、確実な実践のための研修を行う。 

 

・教育ＤＸ化が進んでおり、児

童の自己肯定感が高いことも素

晴らしいと感じる。 

・児童の習熟度合いを確認する

ために教師が尽力していること

がよくわかる。 

・ＩＣＴの活用は避けて通れな

いが、デジタルとアナログの両

方を活用する意識を大切にした

い。 

・現代の学校教育について家庭

への情報発信をＰＴＡでも協力

できるのではと感じた。 

・教育 DX を展開

するために、

児童の積極的

な端末利用が

可能な授業の

実践 

 

 

①端末利用について先進的に取り組む学

校の事例を研修する時間を設け、児童

が端末を有効活用して学びに取り組む

姿勢を育成する。 

②校内で授業実践における活用例を共有

できるシステムを構築し、活用方法に

ついての理解を深める。 

 

①市学習状況調査（生活習慣）「コンピ

ュータを活用して情報を集めて整理し

たり、分析したり、まとめたりするこ

とができた」が市の平均以上となった

か。 

②市学習状況調査（生活習慣）「コンピ

ュータの利用」の数値が市の平均値を

超えたか。 

①昨年度の市学調生活調査をもとにした調査

結果では 88%の肯定的回答があった。昨年

度の市学調の調査結果は 88%なので同水準

となった。 

②市学習状況調査が未達のため、全国学調の

生活調査の結果を見ると、46%の児童が週 5

日使用していると回答した。全国の回答は

42%であった。 

Ａ 

ＩＣＴの活用状況についてはおおむね

取り組めていると実感できるが、デー

タをもとにした学習活動という点では

課題が見られた。データ活用に基づく

授業実践を展開できるようデータの収

集方法や活用方法を学習する時間を設

ける必要がある。 

2 

（現状） 
○令和 5 年度の学校評価「安全で落ち着きのある

学校づくり」に対する保護者の肯定的評価が

96％、「安全、保健指導」に対する肯定的評価

が 98％と高い評価を得ている。 

○令和 5 年度市学力学習状況調査（生活調査）

「いじめはいけないこと」の肯定的回答は市の

平均を超えた。 

（課題） 

〇長欠児童がおり、保護者との連絡がなかなかつ

ながらない家庭がある。 

○配慮を要する児童への組織的な対応が必要であ

る。 

 

 

・児童一人ひと

りを大切にし

た心のサポー

ト体制の構築 

 

 

 

 

①年度当初に、全教職員で共通理解・共

通行動をとれるようにするため、保

健面と行動面について、児童理解研

修を実施する。 

②対応の難しい児童については、積極的

にケース会議を実施し、組織的な対

応をする。 

③迅速な対応を徹底するため、「心と生

活のアンケート」を確実に実施し、

必要に応じて保護者や第三者機関と

連携を取る。 

①児童理解研修（保健、児童理解行動

面）を実施し、児童の情報を共有する

ことができたか。 

②対応の難しい児童に対して、ケース会

議を開催できたか。 

③生徒指導委員会や教育相談委員会にお

いて資料を活用し効率的な運営が実施

できていたか。 

④毎学期の心と生活のアンケートの報告

が開始後 1 か月以内に管理職に報告で

きたか。 

①児童理解研修は 5 月に実施し、前年度から

の申し送り事項と今年度の児童の様子や配

慮事項について確認した 

②組織的に対応が必要な事案についてケース

会議を 15 件行った。 

③月 1 回開催の各委員会に置いて、紙での資

料を活用し実施した。記録はデータベース

化されている。 

④1 学期 4/26、2 学期 9/27、3 学期 1/29 に報

告された。 

Ａ 

いじめの重大事態や命の危険に関わる

重大事案が起きず、トラブルも小さい

状況で防ぐことができた。不登校状況

の児童へのサポートは引き続き必要で

あり、どんな形でも登校を受け入れる

ことができる環境整備を行う必要があ

る。 

 

・不登校児童への対応について

Sola るーむの取組や定期的な部

分登校や個別面談等が行われて

いることがわかった。 

・思いやりの心を学校だけでな

く地域や家庭でも育てる必要性

を感じた。 

・登下校の安全確保のための見

守りなどの大人の人材確保が課

題だと考えられる。 

・事故を未然に

防ぐ安全な学

校づくり 

①毎月の安全点検を「担当、管理職、事

務、用務員の複数の目」で実施す

る。修繕や改善が必要な場合の迅速

対応を行う。 

②教育環境の整備を計画的に実施する。 

①学校評価「安全、保健指導」に関する

肯定的評価 90％以上の維持 

②安全点検を基に、施設の安全維持のた

めの予算執行を行うことができたか。 

①肯定的評価は 98％であった。 

②施設修繕に関する予算執行は 2/1 現在見込

みをこめて 85%だった。修繕が必要な個所

については４週間以内を目安として修繕を

行った。 

Ｂ 

学校施設の老朽化に伴い、修繕が必要

な個所は今後増え続けることが予想で

きるため、優先度を意識した修繕を実

施する。 
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（現状） 

〇地域全体で児童を育成するために学校・地域・

保護者がそれぞれの立場で何ができるのか、学

校運営協議会の会議や熟議を通して、「地域と

共に歩む」土合小学校を推進している。 

○学校評価「家庭や地域と心が通い合う学校づく

り」に対する肯定的評価は 94％と高い数値であ

った。 

（課題） 

○地域に参画する意識については、令和５年度市

学習状況調査生活調査「地域行事参画」の結果

から見ると、市平均より１０P程度低い。 

・学校運営協議

会を中心とし

た、地域との

連携強化 

 

 

 

 

①学校運営協議会を 3 回開催し、学校・

地域・保護者がそれぞれの立場で何が

できるのか実効性のある熟議を実施す

る。 

②ＳＳＮでは、保護者、地域との連携を

強化して、児童の活動充実や安全のた

めに、必要なボランティアの募集を行

う。 

①学校運営協議会を 3回実施したか。 

②学校評価「家庭や地域と心が通い合う

学校づくり」の肯定的評価 90％以上

の維持 

③学校評価「保護者や地域からの願いに

応えているか」の肯定的評価 90％以

上の維持 

①6/24、10/21、2/12 の日程で行った。 

②肯定的評価は 95%であった。 

③肯定的評価は 96％であった。 

Ａ 

児童の地域行事参加の意識が昨年度よ

り 10Ｐ向上している点から、児童の

参加を呼び掛ける必要がある。児童や

社会や地域のために何かしたいと感じ

ていることもわかったので、そういっ

た思いを具現化できる環境整備も必要

である。 

 

・地域活動への児童の参加率は

引き続き今年度の状況を継続さ

せていきたい。 

・地域活動については地域の

方々に支えられているが、保護

者の参加がなく、地域への関心

が薄まっている傾向にある。 
・地域行事に児童が主体的に参

加できる場面を提供できるとよ

いと考える。 
・社会に開かれ

た教育課程を

実践する教育

活動の発信 

 

 

 

 

①学校だよりにて学校経営状況や方針、

地域の考えや活動について積極的に発

信し、児童の実態などの情報も合わせ

て保護者や地域と情報を共有する。 

②学校ＨＰを活用し、学年毎の情報や保

健領域や給食領域の情報について積極

的に公開する。 

①学校だよりにて、教育課程や学校経

営、地域の行事や活動についての情報

発信を年間９回以上実施できたか 

②学校ＨＰにおいて年間 10 回以上学年

経営や保健領域、給食領域に関する情

報を発信できたか。 

①学校だよりは 2 月までに 10 回発行し、教育

課程や児童の実態の紹介、地域と学校との

つながりについて発信できた。 

②児童の実態について 20 回、給食の献立につ

いては 11 月から毎日発信した。 
Ａ 

保護者が来校する機会は限られる傾向

にあるため、情報発信の方法はこれま

でとは違った方法も視野に入れて取り

組む必要がある。 
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（現状） 
○学校評価「基礎学力を身に付けさせる指導」に

ついては保護者の肯定的評価 96％「自分の考え

をもち、自分のことばで正しく表現する力の指

導」の肯定的評価は 92％であった。 

○令和 5 年度市学習状況調査生活調査項目「先生

に質問することができるか」では 80～88％と高

評価であった。 

（課題） 

○高学年の教科担任制が完全には実施できていな

い。 

・令和の日本型

学校教育を実

践するための

教職員による

主体的な研修

の実施 

 

 

 

 

 

①校長、教頭、教務主任が全教職員の授

業実践を参観し、指導助言を行う。 

②他校の教科担任制の実践について検証

し、本校の工夫・改善点をまとめ、次

年度の案を決定する。 

③全国教員研修プラットフォームを活用

した研修奨励を行い、個々の教職員が

自らの課題を意識した授業研究を年間

3本以上実施する。 

①学校評価「基礎学力を身に付けさせる

指導」に関する肯定的評価 90％以上

の維持 

②教科担任制について、今年度の検証を

行い、工夫改善点を話し合い、次年度

の計画案を作成できたか。 

③授業研究を 3本以上実施できたか 

①肯定的評価は 91％であった。 

②2学期から第 5学年で教科担任制を実施し、

それをもとに令和 7年度の計画を作成でき

た。 

③初任者研修、中堅教諭等資質向上研修にて 5

本、校内研修にて 1本行った。指導訪問で

は 4教科・領域にて行った。 
Ａ 

児童の学習に対する意欲は高いことが

わかったので、その意欲を継続させる

必要がある。また、教職員の授業研究

も協働して取り組むことによって互い

の力量を高めることができるので、そ

のよさを児童の学力に結ぶ授業研究が

必要である。 
 

・教科担任制については、児童

理解の深まりや、児童へのかか

わりなどで期待が持てるものだ

と感じる。児童への刺激を与え

るという点でもよいのではと感

じた。 

・中学校との連携も必要なので

はと感じた。 

 


